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研究成果の概要（和文）：本研究「社会参画をめざす高齢者のためのデータリテラシー学習プログラムの開発」
は、高齢者の社会参画を推進する観点から、（１）高齢者の生活行動を記録し、（２）得られたデータの分析結
果を可視化し高齢者自身が振り返ることで行動を変容させる。 そのために（３）必要なデータリテラシー獲得
のための学習プログラムの開発をめざした。
本研究の具体的な成果としては、文献研究によりデータリテラシーの定義を検討するとともに、高齢者の情報行
動に焦点をあてたデータの分析を行い、必要なデータリテラシープログラムの開発を行なった。

研究成果の概要（英文）：This study, "Development of a Data Literacy Learning Program for Older 
People Aiming for Social Participation,"  aimed to (1) record the daily activities of older people 
and (2) visualize the analysis results of the their obtained data so that the older people 
themselves could look back and change their behavior from the perspective of promoting their social 
participation. We also aimed to (3) develop a learning program to acquire the data literacy.  As the
 results of this study, we examined the definition of "data literacy" based on a literature review, 
analyzed data focusing on the information behavior of older people, and developed a necessary data 
literacy program for older people.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、高齢者のライフログデータや参与観察による高齢者の情報行動データ把握というエビデンスに基づ
いて高齢者のための学習プログラムを開発した点に学術的意義がある。さらに情報工学、教育学、心理学、作業
療法学という学際的アプローチにより課題解決を図るとともに、様々な国内外の学会において本研究の成果発表
を通じて、日本と同様に高齢化が進む諸外国に対して、先導的な事例の提供を行なった点に社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

本研究の開始当初、日本の 65 歳以上の高齢者比率は 27.3%となり、高齢化速度も世界屈指の

速さであった（内閣府『平成 29 年版高齢者社会白書』2017）。2017 年９月には当時の安倍首相

が「人生 100 年時代構想会議」を開催するなど、高齢者自身が超高齢社会を支える担い手となる

ことが期待されていた。一方、知識基盤社会が進展する中、社会の担い手となるためには、新た

な情報通信技術への対応と情報やデータの解釈力、データリテラシーの獲得が必須であり、高齢

者自身の学びが不可欠である。すでに中央教育審議会『長寿社会における生涯学習の在り方につ

いて』（2012）は、社会参画型の高齢者を顕在化させ、高齢者が「よりよい社会をつくる主役と

して、選択的に自身の生きがいを選び取れる」社会の実現を強く求めている。高齢者の社会参画

を積極的に推進するためには、知識基盤社会に必要なリテラシーの獲得をめざす高齢者教育の

進展が求められていたといえる。 

もとより高齢者は一括りにできない多様性をもちながらも、対人交流関係の縮小や活動範囲

の制限など個人の生活習慣に関連した固有の問題も抱えている。したがって高齢者の認知行動

特性というデータに基づいた、学習プログラムの開発を行う必要があった。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、高齢者の社会参画を推進する観点から、(1)高齢者の生活行動や情報行動を

ライフログの手法や参与観察により記録し、(2)得られたデータの分析結果を可視化し高齢者自

身が振り返ることで行動を変容させる。そのために(3)必要なデータリテラシー獲得のための学

習プログラムを開発することとした。 

 
３．研究の方法 

本研究の代表者・溝上を中心とする研究

グループは、ライフログデータの可視化が

高齢者の情報行動を変容させることや、高

齢者の情報探索行動は振り返り学習により

深化することを明らかにしてきた。その研

究成果に基づいて、本研究では、ライフロ

グデータというエビデンスに基づいて高齢

者のための学習プログラム開発や、情報工

学、教育学、心理学、作業療法学という学

際的アプローチにより、課題解決を図る。 

 
４．研究成果 

本研究の研究成果の概要は、以下の５点にまとめることができる。 

(1) 文献研究に基づく高齢者に望まれるデータリテラシーの検討 

ICT の進展に伴い膨大なデータが溢れる社会が到来し、データサイエンスが注視される今、そ

の基礎となるデータリテラシーの獲得が求められている。データリテラシーは企業リーダーや

研究者のみに求められるリテラシーではなく、21 世紀市民に求められるもので、生涯学習者と

して獲得すべきリテラシーとされている。特に 2000 年代半ば以降、データリテラシーを情報リ

テラシーから分離して議論する傾向が見られる。このデータリテラシーには、「データ消費者」

図１ 研究の方法 

 



 

 

としてのデータリテラシーと「データ創出者」としてのデータリテラシーという２つの側面があ

ることに注意する必要があるが、データリテラシーを獲得する対象者は誰かが問題になる。 

そもそも、データを適切に管理し、利用可能なデータから正しい推論を導くことの重要性はこ

れまでもアカデミアの世界では主張されてきた。ただし、Big dataの登場により、それまでの

データリテラシーとは異なる側面を議論する必要が生じている。さらにオープンアクセスの時

代をむかえ、誰もがデータ収集の対象になると同時に、データの利用者にもなりうる時代が到来

した。こうした時代の中でデータリテラシーの重要性が主張されているといえるだろう。 

では高齢者にとって必要なデータリテラシーとは何か。民主主義のもと、政治や健康、財政問

題等の課題解決には、今やエビデンスに基づいた判断や決定、中でもデータに基づいた判断や決

定の重要性が指摘されている。高齢者が社会参画する時にも、適切な決定や判断が求められる。

科学者のようなデータの管理力を想定したデータリテラシーではなく、得られたデータの意味

を理解する能力としてのデータリテラシーは不可欠である。すなわちデータ消費者としての側

面に重点を当てたデータリテラシーが求められるといえる。 

 

(2) ライフログ研究 

本研究では、近年発展と普及が進む AI技術を搭載したスマート端末のうち、特に画面付きス

マートスピーカー（Amazon Echo Show）を活用した調査を実施した。画面付きスマートスピーカ

ーは、スマートフォンと比較して、より大型のタッチパネルによる直感的な視覚提示と、音声に

よる聴覚提示の両方を備えたマルチモダルインタラクションを可能にする。このような利点を

活かして本研究では高齢者のデータリテラシーのうち、日常生活データの記録と振り返りの在

り方を調査検討した。調査には、健康な高齢者 5名が参加し、１か月間にわたって、外出、料理、

掃除、睡眠に関する行動を、自宅に設置したスマートスピーカーの専用アプリを経由して入力し

てもらった。また１か月後には記録したデータを使った振り返りのアンケート調査を実施した。 

調査結果から、１か月という期間においては、生活状態や主観的幸福度に大きな変化は見られ

なかったが、スマートスピーカーを用いた生活習慣データの入力と振り返りの実用性が実証で

きた。音声と画面によるリマインド機能や市町村が提供するイベント情報をスマートスピーカ

ーのスケジュール表に掲載する手法も十分に実施可能であることが分かった。また、スマートス

ピーカーに対する自由な問い合わせ行動の内容分析から、挨拶、時事話題、音楽、天気予報、ニ

ュースなどの頻度が高いことが分かった。スマートスピーカーに対して高齢者が発する情報ニ

ーズについては解明されていない部分が多く、後続研究の有力な方向性の 1つである。 

 
(3) 高齢者の情報行動 

本研究では、公共図書館を実験フィー

ルドに参与観察の手法を用いて、高齢者

の情報探索行動を明らかにした。高齢者

と若年者の情報探索行動を比較すると、

若年者群の方が解答数が多く、高齢者群

の解答数にばらつきが多かったこと、高

齢者群の方が情報探索の初動に多様性が

あったこと、情報探索の傾向として、高齢

者群には他資源利用型がみられたことな

どから、高齢者の情報探索行動は、多様性に富んでいることが明らかになった。 

図２ 調査の流れ 



 

 

高齢者の情報探索行動をパターン化し、それぞれのパターンに応じた情報リテラシーツール

の開発が必要であり、高齢者は自らに合った情報探索の方法を知る必要があるということが確

認できた。 

 

(4) 高齢者のデータリテラシーの実態 

本研究は、2020 年 3月に、200名の高齢者を対象にアンケート調査を用いてデータリテラシー

の実態を明らかにした。情報リテラシーとして、「日常の情報源」でもっとも回答率が高かった

のは「テレビ」(92.0%)で、続いて「新聞」（73.5％）、「ウェブページ」（62.0％）だった。「イン

ターネットでの情報発信の際の注意点」として、「むやみに個人に関する情報を公開しないよう

にしている」（33.0％）が最も多く、「発信内容を慎重に選んでいる」（23.0％）、「情報を不特定

多数の人に発信することはない（特定のグループにのみ発信している）」（19.0％）と続くが、一

方で「情報をインターネットで発信することはない」が半数（53.0％）を超えていた。 

こうした高齢者の統計リテラシーは、「データ理解能力についての不可欠さ」でもっとも回答

率が高かったのは「役立つこともあるが、不可欠なものではない」（48.5％）、続いて「不可欠な

能力であり、誰もが習得する必要がある」（24.0％）、「役立つこともあるが、自分には必要ない」

（20.0％）であった。「データ利用能力についての不可欠さ」については、「役立つこともあるが、

不可欠なものではない」（56.0％）が最も高く、「役立つこともあるが、自分には必要ない」（20.0％）、

「不可欠な能力であり、誰もが習得する必要がある」（14.5％）の順だった。なお、「データ利用

で困ったこと」については「データを使う機会そのものがない」（39.5％）が最も多く、「ときど

きある」（23.0％）、「あまりない」（22.5％）の順だった。現在の高齢者にとって、日常生活を送

る上ではデータリテラシーの必要性をあまり感じられていないといえるだろう。 

 

(5) データリテラシー学習プログラム 

本研究では、高齢者のためのデータリテラシー学習プログラムのプロトタイプを開発し、実際

に高齢者に使ってもらうことで、学習プログラムの効果について明らかにした。学習プログラム

は iPad上に実装し、データリテラシーの基礎知識である統計に関する説明を表示し、次の画面

で練習問題を解いてもらった。正解するまで何度でもやり直すことができ、ヒントを参照しなが

ら理解を深めることができる。 

学習プログラムの効果を評価するため、高齢者 3名に実際に使ってもらい、評価シートに記入

してもらうとともに、記入内容をもとにインタビューを行った。評価シートでは、理解できたと

ころと理解できなかったところを具体的に指摘してもらうとともに、練習問題が講義内容を理

解するうえで役立ったか、学習プログラムの動作に問題はなかったかなどについて記入しても

らった。さらに、テレビ番組や新聞記事など、データが示されるものに対して日頃感じているこ

とも記入してもらった。 

インタビューの結果、データリテラシーの基礎である統計についてはある程度理解が深まっ

たという意見がある一方で、「分散」や「ヒストグラム」といった普段はあまり使わない用語が

出てきたので、平易な言い方にしてほしいなどの意見があった。また、練習問題で「不正解」と

いうのは冷たい感じがするので、「もう一度やってみましょう」などの表現にしたほうがよいと

いったシステムから高齢者への感情的配慮についても意見があった。 

以上から、高齢者のためのデータリテラシー学習プログラムは、日常における事象を例とした

り、平易な言葉遣いをして、単純な知識の提供とならないような設計にすべきであることが明ら



 

 

かになった。 
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